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要 ᪨ 
国土地理院では，ⅆᒣ基本図データ及び†἟デー

タをベースにしてインクジ࢙ット出力によるⅆᒣ基

本図及び†἟図のห行を開始した．これにより利用

⪅は，ⅆᒣ基本図データ及び†἟データのࢲウンロ

ード及び多色の⣬地図の入手が可能となった．本稿

では，このห行を中心にデータのࢲウンロード提供

なども交えて報告する． 
 

1. はじめに 
国土地理院では，平成 30（2018）年 9 月 1 日か

らⅆᒣ基本図及び†἟図の༳ๅ及びห行方法を変更

し，従来の㍯㌿機や電Ꮚ」写機を使ってアࢼロࢢの

地図ཎᯈを༳ๅしたห行図（以下「従来の༳ๅによ

るห行図」という．）から，利用⪅からのὀᩥに応じ

て 1 ᯛ༢఩で地図の༳ๅを行ういわࡺる「࢜ンデ࣐

ンド」によりⅆᒣ基本図データ及び†἟データをベ

ースにインクジ࢙ットࣉロッタを使って出力（以下

「インクジ࢙ット出力」という．）するห行図（以下

「インクジ࢙ット出力によるห行図」という．）を導

入した． 
また，インクジ࢙ット出力によるห行図にඛ立ち，

平成 29（2017）年 3 月にはこれらの地図のベースと

なるⅆᒣ基本図データ及び†἟データのࢲウンロー

ド提供を開始した． 
この結果，ベクトルデータや画像データのࢲウン

ロード提供と⣬地図のห行がే行して行われ，㜀ぴ

や解析にはデジタルデータ，広報やᩍ⫱あるいは災

害対応などの緊急時には⣬地図といったように，利

用⪅は┠的に応じていࡎれかを㑅ᢥ・利用できるよ

うになった． 
 

2. ᚑ᮶の༳ๅによるห⾜図 
従来の༳ๅによるห行図のうち，ⅆᒣ基本図は縮

ᑻ 1:5,000 あるいは 1:10,000 の 1 色（ቚ）の地図で

ある（図-1）．ⅆᒣ基本図の場合，㍯㌿機を使って予

め⧳まったᯛᩘを計画的に༳ๅ及び保管した上，ห

行してきた．ⅆᒣ基本図は，ⅆᒣᄇⅆ時の防災計画

や緊急対策など，ⅆᒣに関連した施策・事業を中心

に活用されてきた． 
一方，†἟図は縮ᑻ 1:10,000 で作成された地図

で，やはり 1 色（ቚ）である（図-2）．ただし，†

἟図はⅆᒣ基本図とは㐪い，電Ꮚ」写機を使って࢜

ンデ࣐ンドで༳ๅしてห行してきた．†἟図は，†

἟の開発や利用，保全計画など，†἟関連の施策・

事業などで活用されてきた． 
 

3. ᚑ᮶の༳ๅによるห⾜図ࡀ┤㠃したၥ㢟 
3.1 ᭦新ࡀ㐍ࡲな࠸ᚑ᮶の༳ๅによるห⾜図 
ⅆᒣ基本図や†἟図も含まれる୺㢟図全般にඹ㏻

するㄢ㢟が，一度ห行した後はなかなか更新できࡎ，

地図に表示された地形や地≀の⤒年変化に対応でき

ていないことである．このㄢ㢟をᡴ◚するには，常

に最新情報が提供される電Ꮚ地形図や基┙地図情報

を活用することが非常に有効である． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 1:10,000 ⅆ山ᇶᮏ図「㟝ᓥ山ϩ」           図-2 1:10,000 †἟図「†山ụ」 

現ᡤᒓ：1⥲務部 
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3.2 地図ཎᯈのデࢪタࣝデータ໬࡬のࢽーࢬ 
近年はデジタルデータの地図が୺ὶであることを

㋃まえれࡤ，アࢼロࢢの地図ཎᯈはⴭしく非効率で

ある．ⅆᒣ基本図や†἟図の地図ཎᯈをデジタルデ

ータ化すれࡤ，多✀・多ᵝな GIS フトや画像処理ࢯ

フトを㥑使できる上，電Ꮚ地形図や基┙地図情報ࢯ

を活用でき，効率的な地図更新の┠途も付くことに

なる． 
 
3.3 地図ຍᕤに㛵ࡍるࢽーࢬ 

デジタルデータ化へのࢽーズは，国土地理院のみ

ならࡎ利用⪅側にもある．ⅆᒣ基本図・†἟図の୺

な利用⪅は国などの行ᨻ機関であり，ⅆᒣ基本図は

防災・ῶ災対策や災害対応など，†἟図は⎔ቃ保全・

開発などに活用される．利用⪅は，㞄り合う地図を

㈞り合わせた広域図やᚲ要な地≀のみを㑅ᢥ表示し

た⦅㞟図などのⅆᒣ基本図・†἟図の加ᕤ図をᚲ要

とすることがある．この場合，アࢼロࢢの従来の༳

ๅによるห行図では上手く対応できࡎ，デジタルデ

ータはᚲ㡲となる． 
 
3.4 ⡆౽࣭㎿㏿なᥦ౪方ἲのᚲ要ᛶ 

近年では高速・大ᐜ量のデータ㌿送を実現できる

ので，ⅆᒣ基本図や†἟図の利用⪅からもデジタル

データ入手に加えて簡便・迅速な入手方法に対する

ーズが高まってきた．このため，地図㈍኎ᗑに出ࢽ

向いて地図を㉎入するといった従来の入手方法に௦

え，利用⪅が高速のࢿット࣡ーク㌿送やࢲウンロー

ドなどを使ってより簡便・迅速にⅆᒣ基本図・†἟

図のデジタルデータを入手できる提供方法を行うこ

とが望ましい状況になった． 
 
4. ⅆ山ᇶᮏ図データཬࡧ†἟データのᥦ౪ 
従来の༳ๅによるห行図が直面するၥ㢟の解決策

を模⣴した結果，ⅆᒣ基本図・†἟図を新たにデジ

タルデータでの提供を進めることにした．この結果，

利用⪅は┠的や用途に応じ， データのࢲウンロード，

地理院地図を௓した㜀ぴ，⣬地図の㉎入といった」

ᩘの利用形ែを㑅べるようになった． 
 
 
 

4.1 ⅆ山ᇶᮏ図データ 
 ⅆᒣ基本図データは，ⅆᒣ基本図画像データ（3 ✀ 
㢮），ⅆᒣ基本図タイルデータ及びⅆᒣ基本図ベクト

ルデータ（2 ✀㢮）からなる． 
ⅆᒣ基本図画像データは，基図画像データ，㝜影 

段ᙬ図画像データ及び写真地図画像データの 3 ✀
㢮からなる． 
ⅆᒣ基本図ベクトルデータは，ⅆᒣ基本図画像デ 

ータ（基図）のෆᐜを Shape 及び DM のデータ形ᘧ

で作成したものである（土ᶫほか，2018）． 
 
4.2 †἟データ 
†἟データは，「ᩘ್データ」「†἟画像データ」

と࿧ぶ 2 ✀㢮のデータに区分される．デジタル対応

の測῝機を㥑使して新規に取得したデータも含まれ

るが，多くの†἟では従来の†἟図をそのままデジ

タルデータ化して作成している． 
ᩘ್データは，水῝点，等῝線などのྛデータを

地理情報ᶆ‽（JPGIS2014）‽拠の GML，Shape，TIFF，
CSV のྛデータ形ᘧで整備したものである． 

†἟画像データは地図形ᘧの画像データで，デー

タ形ᘧは PDF である．後㏙の†἟図と同ᵝ，「†἟

データ 基図」「†἟データ 段ᙬ図」がある． 
 
 によるᥦ౪ࢻーࣟࣥ࢘ࢲ 4.3

前㏙したⅆᒣ基本図データ及び†἟データをࢲウ

ンロード提供することにより，利用⪅は迅速・簡便

かつ効率的にデータを入手するとともに，データの

㏣加・加ᕤ・表示・解析などをᰂ㌾に行えるように

なった（図-3・図-4）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図-4 †἟データࢆ౑࡚ࡗసᡂした᩿㠃図（図-3 の A-B の区㛫） 

㻭 

㻮 

図-3 †἟データ（➼῝⥺）の表♧ 
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4.4 地⌮㝔地図ࢆ௓した㜀覧ࢧーࢫࣅ 
従来のⅆᒣ基本図・†἟図に関する地理院地図を

௓した㜀ぴࢧーࣅスでは，それらの地図の画像デー

タを表示してきたが，ⅆᒣ基本図データ及び†἟デ

ータを提供したⅆᒣ・†἟では表示を一新した． 
ⅆᒣ基本図では，基図，㝜影段ᙬ図，写真地図で

ᵓ成される「地理院タイル（ⅆᒣ基本図データ）」を，

†἟図では「地理院タイル（†἟データ）」を作成し，

㜀ぴࢧーࣅスを行っている（図-5）．地理院地図では

ᵝࠎな情報を重ねて表示できるので，ᖜ広い利活用

が実現できている（図-6，図-7）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5 地⌮㝔地図ࢆ౑࡚ࡗ表♧した 

地⌮㝔タࣝ࢖（†἟データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-6 地⌮㝔タࣝ࢖（†἟データ）と 

Ⰽูᶆ㧗図の㔜ྜࡡわࡏ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-7 地⌮㝔タࣝ࢖（†἟データ）と LANDSAT 
⾨ᫍ画像ࢆ౑ࡗた地⌮㝔地図における 3D 表♧ 

5. ⣬地図とし࡚のࢽーࢬ 
今回のห行を行うにあたっては，デジタルデータ

の提供と引き換えに⣬地図のห行をᗫṆすべきかྰ

かがㄽ点となった． 
⣬地図のᣢつ≉長として一ぴ的に見やすい，ペン

などで᭩き㎸みやすい，ᣢち運びやすいなどがᣲげ

られる．また，災害対応や広報ᩍ⫱などにも⣬地図

へのࢽーズがあるものと考えている． 
また，大ุࢧイズのインクジ࢙ットࣉロッタは高

౯なこともあって，すべての利用⪅がᚲࡎしもᡤ有

しているとは㝈らない．市中のࣉリントࢧーࣅスを

利用するにも，利用⪅の近㞄にᚲࡎしもࣉリントࢧ

ーࣅスのᗑ⯒があるわけではない．このため，利用

⪅⮬らがࢲウンロードで入手した画像データをイン

クジ࢙ット出力で大ุࢧイズに༳ๅする方法には困

難がకう場合もᏑᅾする． 
これらのことを㋃まえ，ⅆᒣ基本図及び†἟図の

⣬地図によるห行を⥅⥆すべきとの結ㄽに㐩し，イ

ンクジ࢙ット出力図のห行に⮳ったḟ➨である． 
 

 ฟຊによるห⾜図ࢺࢵ࢙ࢪࢡࣥ࢖ .6
⣬地図の新たな利用形ែとしてインクジ࢙ット出

力によるห行図の提供を開始した．なお，インクジ

࢙ット出力によるห行図の提供を開始したⅆᒣ・†

἟では後㏙のとおり従来の༳ๅによるห行図をᗫห

にしたので，新・ᪧ関係にあるこれら཮方の地図が

並立してห行されることはない． 
 
6.1 ฟຊ用ཎ図データのసᡂ方ἲ 
インクジ࢙ット出力によるห行図のうち，ⅆᒣ基

本図はⅆᒣ基本図データを，†἟図は†἟データを

ベースにそれࡒれ出力用ཎ図データを作成している． 
ただし，画像データをそのまま」写せࡎ，後㏙の

㏻り，ࢲウンロードデータと比㍑して解像度を 2 ಸ

にして出力用のཎ図データを作成している． 
 
6.2 ᙬⰍ 
従来の༳ๅによるห行図はいࡎれも 1 色（ቚ）の

みだったが，インクジ࢙ット出力によるห行図では

多色と 1 色の 2 ✀㢮とした． 
 

6.3 㝜影࣭ẁᙬ 
ヲ⣽な地形形状を視ぬ的，直ឤ的あるいは立体的

に把握しやすくするため，ⅆᒣ基本図では㝜影及び

段ᙬを，†἟図では段ᙬをそれࡒれ導入した． 
なお，㝜影や段ᙬを付加した地図，しない地図の

཮方をห行しており，利用⪅は┠的・用途に合わせ

ていࡎれかを௵意に㑅ᢥできる． 
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6.4 ⅆ山ᇶᮏ図の種類 
1) ⅆᒣ基本図 基図（多色） 

ⅆᒣ地形をヲ⣽な等高線で表現した地図である．

ᘓ≀，道路などの地≀表示には，基┙地図情報な

どを活用している（図-8）． 
2) ⅆᒣ基本図 基図（1 色） 

ⅆᒣ基本図 基図（多色）のཎ図データを，1 色

（㯮）でインクジ࢙ット出力した地図である．（図

-9） 
3) ⅆᒣ基本図 㝜影段ᙬ図（多色） 

ⅆᒣ基本図 基図（多色）とᶆ高に応じた段ᙬ及

び㝜影を重ねた地図である（図-10）． 
4) ⅆᒣ基本図 写真地図（多色） 

ⅆᒣ基本図 基図（多色）と空中写真から作成し

た正射写真を重ねた地図である（図-11）． 
 
6.5 †἟図の種類 
1) †἟図 基図（多色） 

†ᗏ地形をヲ⣽な等῝線で定量的に表現した地

図である．†἟࿘㎶部では，電Ꮚ地形図（タイル）

ᶆ‽地図を使って表示している（図-12）． 
2) †἟図 基図（1 色） 

†἟図 基図（多色）のཎ図データを，1 色（㯮）

でインクジ࢙ット出力した地図である（図-13）． 
3) †἟図 段ᙬ図（多色） 

†἟図 基図（多色）を⫼ᬒに，†἟部に水῝に

応じた段ᙬを付加した地図である（図-14）． 
4) †἟図 段ᙬ図（1 色） 

†἟図 段ᙬ図（多色）のཎ図データを，1 色（㯮）

でインクジ࢙ット出力した地図である（図-15）． 
 
6.6 図の኱ࡉࡁ 

ⅆᒣ基本図の大きさは A0 ุである．†἟図の大

きさは†἟の大きさなどを㋃まえ，A0 ุ，A1 ุ，

A2 ุあるいは A3 ุのいࡎれかとなっている． 
 
6.7 ᡂᯝとし࡚の఩置௜け 

インクジ࢙ット出力によるห行図は，ⅆᒣ基本図

データ及び†἟データと同ᵝ，基本測量成果である． 
 
6.8 ห⾜方ἲ 

インクジ࢙ット出力によるห行図は，測量法に基

づく」〇㡺布によりห行されている． 
ただし，利用⪅からのὀᩥを受けてからインクジ

࢙ット出力を行うため，地図が㉎入ᕼ望⪅の手もと

に送付されるまでにᩘ日かかる． 
 
 
 
 

6.9 定౯ 
インクジ࢙ット出力によるห行図の定౯（ᾘ㈝⛯

を含む）は，以下のとおりである（表-1）． 
 

表-1 ࢺࢵ࢙ࢪࢡࣥ࢖ฟຊによるห⾜図の౯᱁ 

2019（௧࿴ඖ）ᖺ 10 ᭶⌧ᅾ 

  䠄ከⰍ䠅  䠄㻝 Ⰽ䠅 

䠄㻭㻜 ุ䠅䈜 
㻢㻘㻝㻢㻜 ෇ 

㻟㻘㻠㻝㻜 ෇ 
㻣㻘㻡㻥㻜 ෇ 

䠄㻭㻝 ุ䠅 㻟㻘㻟㻜㻜 ෇ 㻞㻘㻜㻥㻜 ෇ 

䠄㻭㻞 ุ䠅 㻝㻘㻤㻣㻜 ෇ 㻝㻘㻟㻞㻜 ෇ 

䠄㻭㻟 ุ䠅  㻥㻥㻜 ෇ 㻣㻣㻜 ෇ 

ͤA0ุ多色：†἟図及びⅆᒣ基本図基図は 6,160෇，

ⅆᒣ基本図㝜影段ᙬ図及び写真地図は 7,590 ෇ 
 
7. ⦰ᑻの表グ 

縮ᑻが地上における実際の長さと地図上の長さの

比率とするならࡤ，インクジ࢙ット出力によるห行

図の縮ᑻは 1:10,000 である．しかしながら，インク

ジ࢙ット出力によるห行図の名⛠には「1:10,000」を
ෙしていない． 
౛えࡤ†἟図では，地図情報レベル 10000 の精度

をᣢつ等῝線データなどを†἟部に表示しているが，

†἟࿘㎶部では地図情報レベル 25000 であるズーム

レベル 17 の電Ꮚ地形図（タイル）ᶆ‽地図をᣑ大し

て縮ᑻ 1:10,000 で表示している． 
インクジ࢙ット出力によるห行図では，1 つの図

面ෆに地図情報レベルが異なる」ᩘの地図データが

ΰᅾして表示され，図面全体が 1:10,000 に┦応しい

地図情報レベルを☜保できていない． 
このため，1:10,000 をෙすることで利用⪅にㄗ解

を୚えるᜍれがあると考え，1:10,000 をෙせࡎに༢

にⅆᒣ基本図及び†἟図とした． 
 
8. ᚑ᮶の༳ๅによるห⾜図のห⾜ᗫṆ 

インクジ࢙ット出力によるห行図とそのベースと

なった画像データの表示ෆᐜは基本的に同一である．

一方，ⅆᒣ基本図及び†἟図とも取得基‽や取得㡯

┠を一新したため，新・ᪧ図面の見え方は大きく異

なっている． 
このため，ᪧ・新図面と並ิにᢅって཮方ともห

行すると利用⪅にΰ஘を୚えるものとุ᩿し，ࢲウ

ンロード提供，インクジ࢙ット出力によるห行を開

始したⅆᒣ基本図及び†἟図では，ᪧ図である従来

の⣬地図によるห行図をᗫหしてᪧ∧ᢅいにした． 
なお，ⅆᒣ基本図データ及び†἟データのࢲウン

ロード提供とインクジ࢙ット出力によるห行のห行

日は，ཎ๎として同日としている． 
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図-8 ⅆ山ᇶᮏ図 ᇶ図（ከⰍ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-9 ⅆ山ᇶᮏ図 ᇶ図（1 Ⰽ）  
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図-10 ⅆ山ᇶᮏ図 㝜影ẁᙬ図（ከⰍ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-11 ⅆ山ᇶᮏ図 写真地図（ከⰍ） 
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図-12 †἟図 ᇶ図（ከⰍ） 

図-13 †἟図 ᇶ図（1 Ⰽ） 
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図-14 †἟図 ẁᙬ図（ከⰍ） 

図-15 †἟図 ẁᙬ図（1 Ⰽ） 
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9. ห⾜状況 
インクジ࢙ット出力によるห行図の令和元（2019）

年 8 月 1 日現ᅾまでのห行状況（ห行年月日のᣓᘼ

᭩きは，従来の༳ๅによるห行図の測量年）は，以

下のとおりである（表-2・表-3）． 

 
表-2 ⅆ山ᇶᮏ図のห⾜状況 

 
表-3 †἟図のห⾜状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

㻺㼛
㻚

†἟ 㒔㐨ᗓ┴ ห⾜ᖺ᭶᪥
㻺㼛
㻚

†἟ 㒔㐨ᗓ┴ ห⾜ᖺ᭶᪥

㻝 䝫䝻἟ ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻢㻞ᖺ䠅 㻠㻞 ᑠ㔝ᕝ† ⚟ᓥ ௧࿴㻝ᖺ㻣᭶㻝᪥
㻞 䜽䝑䝏䝱䝻†䠄኱἟䠅 ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻢㻜ᖺ䠅 㻠㻟 ⛅ඖ† ⚟ᓥ ௧࿴㻝ᖺ㻣᭶㻝᪥
㻟 䜽䝑䝏䝱䝻†䠄ᑠ἟䠅 ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻢㻞ᖺ䠅 㻠㻠 ⊦ⱑ௦† ⚟ᓥ 䠄᫛࿴㻠㻝䡚㻠㻞ᖺ䠅
㻠 䝨䞁䜿἟ ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻠㻡 ୰⚙ᑎ† ᰣᮌ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻠᭶㻞㻢᪥
㻡 䝟䞁䜿἟ ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻠㻢 ∵ஂ἟ Ⲉᇛ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥
㻢 䝁䝮䜿† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻟ᖺ䠅 㻠㻣 㟘䞄ᾆ Ⲉᇛ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥
㻣 䝃䝻䝬† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻠㻢䡚㻠㻥ᖺ䠅 㻠㻤 ໭ᾆ Ⲉᇛ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥
㻤 ⬟ྲྀ† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻞ᖺ䠅 㻠㻥 እᾉ㏫ᾆ Ⲉᇛ䞉༓ⴥ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥
㻥 ⥙㉮† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻥᭶㻝᪥ 㻡㻜 ༳᪠἟䠄す༳᪠἟䠅 ༓ⴥ 䠄ᖹᡂ㻠䡚㻡ᖺ䠅
㻝㻜 ⸴⍆† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥ 㻡㻝 ༳᪠἟䠄໭༳᪠἟䠅 ༓ⴥ 䠄ᖹᡂ㻠䡚㻡ᖺ䠅
㻝㻝 ᾧἛ† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥ 㻡㻞 ⰱ䝜† ⚄ዉᕝ 䠄᫛࿴㻠㻢ᖺ䠅
㻝㻞 ᒅᩳ㊰† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻠㻡䡚㻠㻢ᖺ䠅 㻡㻟 ᒣ୰† ᒣ᲍ 䠄᫛࿴㻟㻤ᖺ䠅
㻝㻟 ᦶ࿘† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻢㻝ᖺ䠅 㻡㻠 Ἑཱྀ† ᒣ᲍ 䠄᫛࿴㻟㻤ᖺ䠅
㻝㻠 㜿ᐮ† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻟ᖺ䠅 㻡㻡 す† ᒣ᲍ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻥᭶㻝᪥
㻝㻡 㢼ⶈ† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻠䚸㻡㻢ᖺ䠅 㻡㻢 ⢭㐍† ᒣ᲍ 䠄᫛࿴㻟㻥ᖺ䠅
㻝㻢  ᰿἟ ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻡㻣 ᮏᰨ† ᒣ᲍ 䠄᫛࿴㻟㻥ᖺ䠅
㻝㻣 ཌᓊ† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻜ᖺ䠅 㻡㻤 㔝ᑼ† 㛗㔝 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥
㻝㻤 ⅆᩓᕸ἟ ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻡㻥 ㄶゼ† 㛗㔝 䠄᫛࿴㻠㻜ᖺ䠅
㻝㻥 䝅䝷䝹䝖䝻἟ ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻢㻜 ὾ྡ† 㟼ᒸ 䠄᫛࿴㻠㻜䡚㻠㻝ᖺ䠅
㻞㻜 ር㊰† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻞᭶㻝᪥ 㻢㻝 ⊦㰯† 㟼ᒸ 䠄᫛࿴㻠㻜䡚㻠㻝ᖺ䠅
㻞㻝 㐩ྂṊ† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻞᭶㻝᪥ 㻢㻞 Ἑ໭₲ ▼ᕝ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻞᭶㻟᪥
㻞㻞 ↛ู† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻢㻟 ᮌሙ₲ ▼ᕝ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥
㻞㻟 䜴䝖䝘䜲† ໭ᾏ㐨 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻢㻠 ᰘᒣ₲ ▼ᕝ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥
㻞㻠 ᨭ➖† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻠㻞䡚㻠㻟ᖺ䠅 㻢㻡 ໭₲† ▼ᕝ䞉⚟஭ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥
㻞㻡 ೜ከᴦ† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻟ᖺ䠅 㻢㻢 ஂ䚻Ꮚ† ⚟஭ 䠄᫛࿴㻡㻡ᖺ䠅
㻞㻢 Ὕ√† ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻠㻟䡚㻠㻠ᖺ䠅 㻢㻣 ᪥ྥ† ⚟஭ 䠄᫛࿴㻡㻡ᖺ䠅
㻞㻣 ኱἟ ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻤ᖺ䠅 㻢㻤 Ỉ᭶† ⚟஭ 䠄᫛࿴㻡㻡ᖺ䠅
㻞㻤 ᑠ἟ ໭ᾏ㐨 䠄᫛࿴㻡㻤ᖺ䠅 㻢㻥 ୕᪉† ⚟஭ 䠄᫛࿴㻡㻡ᖺ䠅
㻞㻥 ༑୕† 㟷᳃ 䠄᫛࿴㻡㻡ᖺ䠅 㻣㻜 Ⳣ† ⚟஭ 䠄᫛࿴㻡㻡ᖺ䠅
㻟㻜 ෆ἟ 㟷᳃ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥
㻟㻝 ᑠᕝཎ† 㟷᳃ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻥᭶㻝᪥
㻟㻞 ጜ἟ 㟷᳃ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥
㻟㻟 ༑࿴⏣† 㟷᳃䞉⛅⏣ 䠄᫛࿴㻟㻤䡚㻟㻥ᖺ䠅 㻣㻞 వ࿋† ⁠㈡ 䠄᫛࿴㻟㻢ᖺ䠅
㻟㻠 ⏣ἑ† ⛅⏣ 䠄᫛࿴㻠㻝ᖺ䠅 㻣㻟 㜿⸽ᾏ ி㒔 ௧࿴㻝ᖺ㻤᭶㻝᪥
㻟㻡 ඵ㑻₲ㄪᩚụ ⛅⏣ 䠄᫛࿴㻢㻟ᖺ䠅 㻣㻠 ஂ⨾὾‴ ி㒔 䠄᫛࿴㻡㻥ᖺ䠅
㻟㻢 ఀ㇋἟ ᐑᇛ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻣㻡 †ᒣụ 㫽ྲྀ 䠄᫛࿴㻡㻣ᖺ䠅
㻟㻣 ෆ἟ ᐑᇛ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻣㻢 ᮾ㒓ụ 㫽ྲྀ 䠄᫛࿴㻡㻣ᖺ䠅
㻟㻤 ୓▼ᾆ ᐑᇛ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻝᭶㻝᪥ 㻣㻣 ୰ᾏ 㫽ྲྀ䞉ᓥ᰿ 䠄᫛࿴㻟㻣䡚㻟㻤ᖺ䠅
㻟㻥 ஭ᅵᾆ ᐑᇛ 䠄᫛࿴㻡㻤ᖺ䠅 㻣㻤 ᏷㐨† ᓥ᰿ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻞㻥᪥
㻠㻜 㫽䛾ᾏ ᐑᇛ 䠄᫛࿴㻡㻤ᖺ䠅 㻣㻥 ụ⏣† 㮵ඣᓥ 䠄᫛࿴㻠㻣ᖺ䠅
㻠㻝 ᱠཎ† ⚟ᓥ 䠄᫛࿴㻠㻞ᖺ䠅 㻤㻜 㫐ụ 㮵ඣᓥ 䠄᫛࿴㻠㻣ᖺ䠅

㻣㻝 ⍇⍈† ⁠㈡
䠄᫛࿴㻟㻜䡚㻟㻣ᖺ䚸
 ᫛࿴㻠㻟䡚㻠㻠ᖺ䚸
᫛࿴㻠㻤䚸㻡㻝ᖺ䠅

㻺㼛㻚 ⅆᒣ ห⾜ᖺ᭶᪥ 㻺㼛㻚 ⅆᒣ ห⾜ᖺ᭶᪥ 㻺㼛㻚 ⅆᒣ ห⾜ᖺ᭶᪥

㻝 㞤㜿ᐮᓅ 䠄ᖹᡂ㻞ᖺ䠅 㻝㻣 㑣㡲ᓅ 䠄ᖹᡂ㻝ᖺ䠅 㻟㻝 㭯ぢᓅ䞉ఞ⸛ᓅ 䠄ᖹᡂ㻥ᖺ䠅

㻞 ༑຾ᓅ 䠄᫛࿴㻢㻜ᖺ 䈜㻝䠅䠄ᖹᡂඖᖺ䠅 㻝㻤 ⲡὠⓑ᰿ᒣ ௧࿴㻝ᖺ㻢᭶㻟᪥ 㻟㻞 ஑㔜ᒣ 䠄ᖹᡂ㻤ᖺ䠅

㻟 ᶡ๓ᒣ 䠄᫛࿴㻡㻤ᖺ䠅 㻝㻥 ὸ㛫ᒣ 䠄᫛࿴㻡㻣ᖺ 䈜㻝䠅䠄ᖹᡂ㻝㻥䡚㻞㻜ᖺ䠅 㻟㻟 㜿⸽ᒣ ௧࿴㻝ᖺ㻤᭶㻝᪥

㻠 ᭷⌔ᒣ 䠄ᖹᡂ㻝㻞ᖺ䠅 㻞㻜 ᪂₲↝ᒣ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻞᭶㻟᪥ 㻟㻠 㞼௝ᓅ 䠄ᖹᡂ㻝㻡ᖺ䠅

㻡 ໭ᾏ㐨㥖䞄ᓅ 䠄᫛࿴㻡㻤ᖺ䠅 㻞㻝 ᘺ㝀䞄ཎ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻞᭶㻟᪥ 㻟㻡 㟝ᓥᒣ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻥᭶㻝᪥

㻢 ᜨᒣ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻝᪥ 㻞㻞 ↝ᓅ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻝᪥ 㻟㻢 ᱜᓥ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻞᭶㻟᪥

㻞㻟 ᚚᕌᒣ 䠄ᖹᡂ㻟ᖺ䠅 㻟㻣 ⸃ᦶ◲㯤ᓥ 䠄ᖹᡂ㻝㻣ᖺ䠅

㻣 ᒾᮌᒣ 䠄ᖹᡂ㻢ᖺ䠅 㻞㻠 ᐩኈᒣ 䠄ᖹᡂ㻝㻟ᖺ䠅 㻟㻤 ཱྀỌⰋ㒊ᓥ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻥᭶㻝᪥

㻤 ⛅⏣↝ᒣ 䠄ᖹᡂ㻝㻟ᖺ䠅 㻞㻡 ⟽᰿ᒣ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻝᪥ 㻟㻥 ㄶゼஅ℩ᓥ 䠄ᖹᡂ㻝㻣ᖺ䠅

㻥 ᒾᡭᒣ 䠄ᖹᡂ㻡ᖺ䠅

㻝㻜 ⛅⏣㥖䞄ᓅ 䠄ᖹᡂ㻠ᖺ䠅 㻞㻢 ఀ㇋኱ᓥ 䠄᫛࿴㻡㻢ᖺ 䈜㻝䠅䠄ᖹᡂ㻝㻤ᖺ䠅

㻝㻝 㫽ᾏᒣ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥ 㻞㻣 ᪂ᓥ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻝᪥

㻝㻞 ᰩ㥖ᒣ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻝᪥ 㻞㻤 ୕Ꮿᓥ 䠄ᖹᡂ㻝㻡ᖺ䠅

㻝㻟 ⶶ⋤ᒣ 䠄᫛࿴㻢㻝ᖺ䠅 㻞㻥 ඵ୔ᓥ ᖹᡂ㻟㻝ᖺ㻟᭶㻝᪥

㻝㻠 ࿃ጔᒣ ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻝㻜᭶㻝᪥ 㻟㻜 すஅᓥ 䈜㻞 䠄ᖹᡂ㻞㻥ᖺ䠅

㻝㻡 Ᏻ㐩ኴⰋᒣ 䠄ᖹᡂ㻝㻜ᖺ䠅

㻝㻢 ☬Დᒣ 䠄᫛࿴㻢㻟ᖺ䠅

㛵ᮾ䞉୰㒊ᆅ᪉䚸ఀ㇋䞉ᑠ➟ཎㅖᓥ

ఀ㇋ᮾ㒊ⅆᒣ⩌

໭ᾏ㐨ᆅ᪉

ᮾ໭ᆅ᪉

䈜㻝䚷㻝㻦㻡㻘㻜㻜㻜䛷ᩚഛ䛧䛶䛔䜛ⅆᒣᇶᮏᅗ䛾 㔞ᖺ䠄䛭䛾௚䛾 㔞ᖺ䛿㻝㻦㻝㻜㻘㻜㻜㻜䛷ᩚഛ䠅

䈜㻞䚷䛂㻝㻦㻞㻘㻡㻜㻜 すஅᓥ䛃䛿䝎䜴䞁䝻䞊䝗䛻䜘䜛䝕䞊䝍ᥦ౪䛾䜏ᐇ᪋୰

஑ᕞᆅ᪉
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 ฟຊによるห⾜図のᕪู໬ࢺࢵ࢙ࢪࢡࣥ࢖.10
利用⪅は，無ൾࢲウンロードで入手した画像デー

タを⮬⏤に༳ๅできる一方，インクジ࢙ット出力に

よるห行図は有ൾで入手する． 
出力図はウ࢙ブからのࢲウンロードと㐪い，デー

タ量の制約を受けないため，解像度を向上させるこ

とができる． 
具体的には，無ൾのࢲウンロード提供データの解

像度は 300dpi である一方，インクジ࢙ット出力用ཎ

図データの解像度は 2 ಸの 600dpi とした． 
これにより，インクジ࢙ット出力によるห行図で

あっても，ᪧ来の༳ๅによるห行図と㐯色ない高ရ

㉁な地図を提供することが可能となっている． 
 
11.ㄢ㢟 
11.1 図㠃の⤒ᖺ 

ⅆᒣ基本図ではᘓ≀や道路などの表示に基┙地図

情報などを利用して，インクジ࢙ット出力用のཎ図

データが作成されている． 
このため，今後生じる⤒年による地形や地≀の変

化が図面に཯ᫎされࡎに⵳積し，いࡎれ無視できな

いものになる． 
最新の情報を使ってཎ図データをᨵめて作成すれ

，解決するが，全国を対象としてห行を進める中ࡤ

ཎ図データの再作成に㝈りある人的・時間的リࢯー

スを඘当するのはᐜ易ではない． 
 
11.2 ὀグのᣑ኱表♧ 
†἟図では，地図情報レベル 25000 の電Ꮚ地形図

（タイル）ᶆ‽地図をそのままᣑ大表示して縮ᑻ

1:10,000 で表示している．ᵝࠎな縮ᑻの地図がある

が，地≀などは縮ᑻに応じてᣑ大・縮ᑠ表示される

が，ὀグは縮ᑻに関わりなくほぼ一定の大きさで表

示されるものである．このため，ὀグがそのままᣑ

大表示されると㐣๫に大きく表示されることになり，

やはり㐪和ឤがある． 

このㄢ㢟は，ᑗ来的には電Ꮚ国土基本図（地図情

報）のベクトルタイル化のような技法を導入するこ

とによって解決できるものと考えられる． 
 

11.3 ࢜ࣥデ࣐ࣥࢻによる画像データసᡂ 
電Ꮚ地形図 25000 のห行では，㉎入ᕼ望⪅が範囲，

色，グྕなどを⮬⏤に㑅ᢥし，࢜ンデ࣐ンドに画像

データを入手できる．当↛，最新の電Ꮚ国土基本図

（地図情報）がベースとして用いられている． 
この考え方を，定期的に更新されている基┙地図

情報や電Ꮚ地形図（タイル）を使用しているインク

ジ࢙ット出力によるห行図に応用すれࡤ，⤒年のၥ

㢟を解ᾘが期待できる上，地図のラインアッࣉの一

元化・⤫合化も図れる．ただし，実現には新たなࢩ

スࢸムᵓ⠏がᚲ要となることがㄢ㢟である． 
 
 とめࡲ .12
国土地理院ෆで⥥ᐦな㆟ㄽや調整を重ねつつ，㢧

ⴭになったⅆᒣ基本図及び†἟図を取りᕳく✀ࠎの

ၥ㢟の解ᾘに取り組ࢇだ結果，ⅆᒣ基本図データ及

び†἟データの整備及びこれらのデータをベースに

作成したྛ✀成果の並ิ的な提供・ห行を実現でき

る運びとなった． 
≉に無ൾࢲウンロードの提供方ᘧの導入は，୺㢟

図においては初めての取り組みでもあり，画期的と

考えている． 
また，インクジ࢙ット出力による༳ๅ方ᘧを᥇用

したことは，他の୺㢟図の新たな提供・ห行形ែを

㆟ㄽする際には㈗重なඛ౛になるものと考えている． 
今後᝿定されるᗄつかのㄢ㢟があることはᛕ㢌に

置かねࡤならないが，まࡎはインクジ࢙ット出力に

よるห行図などを着実に進ᤖさせることに取り組ࢇ

でいきたい． 
 

（公開日：令和元年 12 月 27 日） 

 
ཧ ⪃ ᩥ ⊩ 

἟田 ె඾，᰿本 正⨾，✄⃝ 保行，ᅄ㔝ᐑ 良࿘，ᯘ ㄹ♸（2018）：†἟データの整備，提供及び活用，➨

17 回ୡ⏺†἟会㆟ ᢒ㘓㞟及びࣉロࢩーデ࢕ンࢢスㄽᩥ㞟． 
土ᶫ広ᐉ，長㔝⋞，ᒸ本຾ᾈ，἟田ె඾（2018）：ⅆᒣ基本図データの整備，公開，地理院時報，130，89-92． 
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